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今
月
の
特
集

巡
礼
文
化
で
国
を
超
え
た
交
流
を
!

伝
え
よ
う
!
伝
統
の
秋
祭
り
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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント

　10 月は、であいふれあ

い愛南フェスタ (16 日 )、ス

ポーツフェスタ IN 愛南 (17

日 )、中学生海外研修事業

報告会 (17 日 )、環境衛生セ

ンター環境対策委員会 (18

日 )、愛媛県首長連盟総会

(19 日 松山市 )、宇和島地区

広域事務組合議会 (19 日 宇

和島市 )、御荘支所出勤 (20

日)、「四国8の字ネットワー

ク」及び国道 56 号一本松・

宇和島間の道路整備促進要

望 (22 日 東京都 )、宇和島

広域事務組合議会・津島水

道企業団議会 (25 日 宇和島

市 )、フレッシュ一本松役員

会 (25 日 )、愛媛県市町村職

員共済組合議員協議会 (26

日 松山市 )、「21 世紀・活

力ある道づくりを目指す四

国連合協議会通常総会・四

国地方道路整備促進総決起

大会 (29 日 東京都 ) などに

出席しました。

　11 月は、後期高齢者医

療広域連合議会 (2 日 松山

市 )、ふるさと一本松祭 (7

日 )、レクザム工場視察及

び企業誘致活動 (8 日 高松

市 )、スペイン・モリナセカ

町との交流記念石柱除幕式

(9 日 )、B&G 海洋センター・

海洋クラブ責任者会議 (11

～ 12 日 徳島市 )、親子手づ

くり木工広場 (13 日 ) など

に出席しました。

御荘文化センターで、

「平成22年度愛南町中

学生海外研修事業報告

会」が行われ、町内の

中学3年生15名がオー

ストラリアでの体験や

感想などを報告しまし

た。(10/17)

小学校が無くなっても地
区住民の集まる機会を残
そうと、旧深浦小学校グ
ラウンドで「深浦地区ふ
れあい運動会」が開催さ
れました。全員パン食い
競争などの競技にみんな
で楽しく挑戦しました。
(10/17)

秋晴れの文化の日

に、愛南町各地で秋祭りが行

われました。写真は深浦地区

の宮出しの様子です。きらび

やかなお神輿が、182段もあ

る長い石段を降りてきます。

深浦地区では夜遅くまでお練

りが行われます。

11/3南レク御荘公園コミュ
ニティ広場で「第25回
木とのふれあい教室(親
子手づくり木工広場)」
が開催され、約300名の
親子が椅子や本棚、ベ
ンチなどの工作を楽し
みました。 (11/13)

南宇和高校2年生19名

が、地理の授業「愛

南町のフィールドワー

ク」で役場の各課を訪

れ、産業や観光、まち

づくり事業などの聞き

取り調査を行いまし

た。(11/4)

南レク城辺球場ほかで

開催された「第17回愛媛

県秋季学童軟式野球大

会」の開会式で、南宇和

軟式野球スポーツ少年団

の西田僚
りょう が

雅くん(城辺小)

が元気よく選手宣誓を務

めました。(11/6)

長月小学校で、「長月

コスモスまつり」が行

われ、子ども達が満開

のコスモス畑から色と

りどりの風船を大空へ

向かって放ちました。

(10/24)

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

笑顔いっぱい！愛なんっこ

愛南こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

「国連生物多様性条約第10回締約国

会議（COP10）」にあわせて名古屋市

で開催された「生物多様性交流フェ

ア」に、内海中学校が参加しました。

(10/14)【P19参照】

町政フラッシュ

p22

スペイン・モリナセ
カ町のバルボア町長
（左から2人目）ほ
か関係者が、愛南町
を訪れ町内を視察し
ました。(11/9)
【P4参照】

「ふるさと一本松祭」で、吉良祐
ゆ う や

哉くん(南宇和高

校3年生)が、オートバイの妙技を披露してくれま

した。(11/7)【P18参照】

p4 巡礼文化で
国を超えた交流を!

p5 伝えよう!
伝統の秋祭り

「第6回スポーツフェスタIN愛
南」開会式で、全国大会等で
優秀な成績を収めた選手11名
と5団体に体育協会表彰が贈ら
れました。(10/17)【P21参照】
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御
荘
中
学
校

2
年
の
松
平
幹

太
で
す
。
職
場
体

験
学
習
で
「
愛
南

町
と
ス
ペ
イ
ン
・

モ
リ
ナ
セ
カ
町
と
の
交
流
事
業
」
に
同

行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
交
流
事

業
は
、
モ
リ
ナ
セ
カ
町
に
も
愛
南
町
に

も
あ
る
巡
礼
路
が
き
っ
か
け
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
モ
リ
ナ
セ
カ
町
長
ら
は
、
観

自
在
寺
を
参
拝
し
た
後
、
サ
ン
パ
ー
ル

に
て
記
念
石
柱
の
除
幕
式
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
や
紫

電
改
を
観
覧
す
る
な
ど
、
愛
南
町
・
日

本
の
魅
力
を
満
喫
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
、
モ
リ
ナ

セ
カ
町
と
の
交
流
が
深
ま
っ
て
い
く
こ

と
を
、
愛
南
町
民
の
一
人
と
し
て
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。
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巡
礼
文
化
で
国
を
超
え
た
交
流
を
!

　

ス
ペ
イ
ン
の
北
西
部
の
町
・
モ
リ

ナ
セ
カ
町
か
ら
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・

ア
リ
ア
ス
・
バ
ル
ボ
ア
町
長
ほ
か
関

係
者
2
名
と
、
同
町
と
本
町
の
交
流

の
橋
渡
し
を
さ
れ
て
い
る
N
P
O
法

人
「
遍
路
と
お
も
て
な
し
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
高
松
市
）
」
の
関
係
者
2

名
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
モ
リ
ナ
セ
カ
町

が
世
界
遺
産
「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・

デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
の
巡
礼
路
」

の
道
中
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
巡
礼
路
が

通
る
世
界
の
町
と
交
流
を
持
ち
た
い
と
い
う

バ
ル
ボ
ア
町
長
の
希
望
に
、
愛
南
町
が
応
え

て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
バ
ル
ボ
ア
町
長
と
清
水
町
長
が

互
い
の
町
の
自
然
・
産
業
・
文
化
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
バ
ル
ボ
ア
町
長
か
ら

「
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
と
遍
路
道
」
の
世

界
遺
産
登
録
に
つ
い
て
、
関
係
者
に
働
き
か

け
を
行
う
な
ど
協
力
を
し
た
い
と
述
べ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
一
行
は
、
交
流
記

念
石
柱
の
除
幕
式
、
町
内
の
視
察
な
ど
を
し

て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
今
回
の
事
業
に

は
、
職
場
体
験
の
一
環
と
し
て
御
荘
中
学
校

2
年
の
松
平
幹か

ん

た太
く
ん
と
宮
下
姫ひ

め

か香
さ
ん
が

同
行
し
、
取
材
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

御
荘
中
学
校
2

年
の
宮
下
姫
香
で

す
。
今
回
の
職
場

体
験
学
習
で
一
番

心
に
残
っ
た
の

は
、
ス
ペ
イ
ン
・
モ
リ
ナ
セ
カ
町
の
バ

ル
ボ
ア
町
長
に
、
通
訳
さ
ん
を
通
じ
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
こ
と
で
す
。
巡

礼
路
が
通
る
モ
リ
ナ
セ
カ
町
は
、
石
な

ど
で
作
ら
れ
た
家
々
を
皆
で
守
り
、
ゴ

ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
徹
底
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
実
際
に
写
真
を
見

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
本
当
に
き
れ

い
な
町
で
す
。
バ
ル
ボ
ア
町
長
は
、
自

分
の
住
ん
で
い
る
町
を
誇
り
に
思
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
私
は
す
ご
く
う
ら
や

ま
し
く
な
り
ま
し
た
。
私
も
愛
南
町
が

誇
り
の
持
て
る
良
い
町
に
な
る
よ
う
何

か
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

真珠アクセサリー作り体験（若木真珠） 観自在寺にて

記念石柱を囲んで（ホテルサンパール前）

紫電改展示館にて
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伝
え
よ
う
!
伝
統
の
秋
祭
り

好
天
に
恵
ま
れ
た
11
月
3

日
の
文
化
の
日
に
、
町
内
各
地
区
で

秋
祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
御
荘
平
城
（
長
崎
）
地
区
の
山
車

「
浦
島
さ
ん
」
が
修
復
さ
れ
て
新
し
く
披
露
さ
れ
た

り
、
船
越
地
区
の
「
五
つ
鹿
踊
り
」
や
柏
地
区
の
「
四

つ
太
鼓
」
が
数
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
り
な
ど
、
明
る
い

話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
あ

る
衣
装
や
法
被
を
身
に
ま
と
い
、
華
や
か
に
飾
り
付
け

ら
れ
た
四
つ
太
鼓
や
牛
鬼
、
神
輿
な
ど
を
担
い
で
練

り
、
鹿
子
舞
や
唐
獅
子
な
ど
の
笛
や
太
鼓
の
音

色
が
、
終
日
町
内
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し

た
。
今
年
の
秋
祭
り
の
様
子
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

一
本
松
唐
獅
子

貝
塚
五
つ
鹿

家
串
相
撲
練
り

城
辺
中
組
唐
獅
子

広
見
六
つ
鹿

久
良
四
つ
太
鼓

福
浦
三
番
叟

船
越
五
つ
鹿

深
浦
牛
鬼

馬
場
牛
鬼

柏
四
つ
太
鼓

長
崎
浦
島
・
天
狗
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情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
に
つ
い
て
！

◆
総
務
課
か
ら

「
２
０
１
０
愛
南
町
食
育
推
進
大
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

◆
水
産
課
水
産
研
究
開
発
室
か
ら

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
！

◆
総
務
課
か
ら

平
成
23
・
24
年
度
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
受
付
に
つ
い
て
！

◆
企
画
財
政
課
か
ら

　

情
報
公
開
制
度
は
、
町
か
ら
公

表
・
提
供
さ
れ
る
情
報
以
外
に
知
り

た
い
情
報
が
あ
る
と
き
に
、
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
町
が

持
っ
て
い
る
「
公
文
書
」
を
開
示
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
個
人
情
報
保
護

制
度
で
は
、
町
が
保
有
す
る
本
人
の

個
人
情
報
を
本
人
か
ら
の
請
求
に
応

じ
て
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
、
町
政
の
公
正

性
・
透
明
性
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
を
積
極
的

に
行
い
、
町
政
に
対
す
る
理
解
度
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

開
示
方
法　

公
文
書
の
閲
覧
や
写
し

の
交
付
に
よ
り
開
示
し
ま
す
。

手
続
方
法　

開
示
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
総
務
課
に
あ
る
「
公
文
書
開
示

請
求
書
」
又
は
「
保
有
個
人
情
報
開

示
請
求
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
総
務
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
度
の
運
用
状
況
（
実
績

が
あ
っ
た
の
は
、町
長
部
局
の
み
）

　

上
表
参
照

1　公文書の開示請求者数及び開示状況

部局
請求
者数

決定等の件数

開示 部分開示 不開示

町長 4 4 0 0

2　本人の個人情報に係る開示請求者数
　  及び開示状況

部局
請求
者数

決定等の件数

開示 部分開示 不開示

町長 1 1 0 0

日
時　

12
月
19
日（
日
）

　
　
　

開
場
９
時
30
分
〜　

　
　
　

開
会
10
時
〜

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

無
料（
整
理
券
必
要
、水
産
課

又
は
各
支
所
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

内
容

　

愛
な
ん
歯
つ
ら
つ
大
賞
表
彰
式

　

船
越
保
育
園
・
長
月
小
学
校

　

城
辺
中
学
校

　

愛
南
町
の
食
育
推
進

　

「
愛
南
町
の
取
り
組
み
」 

　
　

若
林　

良よ
し

和か
ず

　
　

（
食
育
協
働
部
会
長
、愛
大
教
授
）

　

「
健
康
と
噛
む
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
」

　
　

浅
海　

裕ひ
ろ

紀き

　
　

（
あ
さ
う
み
歯
科
医
院 

院
長
）

　

食
育
成
果
発
表（
船
越
小
学
校
）

　

食
育
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

「
ア
ス
リ
ー
ト
の
食
生
活
」

　

佐
伯
美み

香か

・
楠
原
千ち

秋あ
き

・

徳
野
涼り

ょ
う
こ子

　

（
北
京
五
輪
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
日
本
代
表
）

　

地
場
産
料
理
試
食
会
〈
限
定
２
０
０
食
〉

（
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
）

　

地
産
地
消
・
展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ　

水
産
課
水
産
研
究
開

発
室（
℡
８
２
―

１
３
７
６
）

佐伯美
み

香
か

さん

　

平
成
22
年
11
月
１
日
付
け
で
、
次

の
と
お
り
人
事
異
動
を
実
施
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
所
属

旧
所
属

職
名

氏　

名

水
道
課 

庶
務
係

高
齢
者
支
援
課 

介
護
認
定
係

係
長

本
多　

か
ず
み

　

平
成
23
・
24
年
度
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
を
平
成
22
年
12
月
１

日
か
ら
平
成
23
年
１
月
31
日
ま
で
の

期
間
で
受
付
し
ま
す
。詳
し
く
は
愛
南

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
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御荘地域

城辺地域

西海地域

内海地域

一本松地域

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

の
お
知
ら
せ
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

　

現
在
、
町
内
に
は
、
文
化
財
保
護

法
に
よ
り
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
土
地
が
68

か
所
（
平
成
22
年
４
月
現
在
）
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
土
地
で
土
木
工
事

な
ど
の
開
発
行
為
に
か
か
る
場
合
、

最
低
60
日
前
ま
で
に
県
に
届
け
出
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
県

か
ら
の
指
示
が
で
る
ま
で
工
事
に
と

り
か
か
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
発
掘
な
ど
の
調
査
が
必
要
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
規
模

の
大
小
に
関
係
な
く
、
早
め
に
生
涯

学
習
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
と
は
？

　

貝
塚
、
古
墳
な
ど
外
形
的
に
判
断

で
き
る
も
の
の
ほ
か
、
口
伝
、
古
文

書
、
古
地
図
、
古
絵
図
、
調
査
研
究

報
告
書
な
ど
に
よ
っ
て
、
土
地
の
中

に
文
化
財
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
そ
の
地
域
社
会
に
知
ら
れ
て
い
る

土
地
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

開
発
行
為
と
は
？

　

単
に
掘
削
行
為
だ
け
で
な
く
、
盛

土
や
構
築
物
の
建
築
な
ど
で
実
質
的

に
遺
跡（
埋
蔵
文
化
財
）の
状
況
を
変

化
さ
せ
た
り
、事
後
の
調
査
を
不
可
能

に
す
る
行
為
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

不
明
な
時
は
？（
ま
ず
は
相
談
を
！
）

　

自
身
の
所
有
す
る
土
地
が
、
周
知

の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
あ
る
か
ど

う
か
不
明
な
場
合
は
、
生
涯
学
習
課

（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）で
確
認
が
で

き
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

埋蔵文化財包蔵地台帳
通番号 所在地 包蔵地名

御荘地域
1 深泥 深泥遺跡
2

平城

馬瀬遺跡
3 節崎遺跡
4 八幡野遺跡
5 猪ノ尻遺跡
6 法華寺遺跡
7 平城貝塚
8 菊川 銭坪遺跡
9

平城
貝塚遺跡

10 永の岡遺跡
11 源駄場遺跡
12 長月 御荘焼窯跡
13 深泥 深泥Ⅱ遺跡
14 和口 和口西の駄場遺跡
15

平城
日枝神社遺跡

16 日向谷遺跡
17 大谷遺跡
18 長月 安住寺五輪塔
19 平城 岡村松軒翁の墓
20 菊川 風ヶ森城跡
21 長月 永月城跡
22 平山 大島遺跡

内海地域
23

柏

串ヶ岡（赤樫）城跡
24 鳥巣（城首・鳥首）城跡
25 矢落遺跡
26 小山畑遺跡
27

平碆
本谷しく様遺跡

28 白王山遺跡
29

油袋
五輪墓跡

30 五輪墓跡
31 須ノ川 法華石城跡
32 油袋 五輪墓跡

一本松地域
33

中川
茶堂遺跡

34 茶堂Ⅱ遺跡
35 増田 猿越城跡
36

広見
札掛遺跡

37 広見遺跡
38 増田 峠の城跡
39 正木 ムソノ城跡

西海地域
40 小浦 小浦墓地

通番号 所在地 包蔵地名
城辺地域

41

緑甲

梶郷駄場Ⅰ遺跡
42 梶郷駄場Ⅱ遺跡
43 梶郷駄場Ⅲ遺跡
44 大道下遺跡
45 樫床 太場遺跡
46 緑当時 緑当時遺跡
47 城辺乙 愛宕山遺跡
48 城辺甲 城辺小学校校庭遺跡
49 城辺乙 三島岡遺跡
50 城辺甲 久保遺跡
51 鳥越 鳥越遺跡
52 久良 天嶬の鼻遺跡
53 緑乙 緑城跡
54 城辺甲 数城跡
55 城辺乙 御陣山城跡
56

城辺甲
常盤城跡

57 大森城跡
58 久保 大谷の砦跡
59 鯆越 太郎谷砦跡
60 古月 鳶の巣城跡
61 長野 不老の砦跡
62 下長野 一夜城跡
63

緑
御荘焼一木窯跡

64 御荘焼早崎窯跡
65 城辺甲 御荘焼豊田窯跡
66

天嶬鼻
高野長英築造の台場跡

67 天嶬の鼻砲台場石塁
68 樫床 ホリキリ

周知の埋蔵文化財包蔵地

町内68ヵ所

まずは相談を！
開発には事前の届出が必要です
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法
務
局
は
皆
さ
ん
の
財
産
と
権
利
を

守
る
身
近
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
！

◆
松
山
地
方
法
務
局
か
ら

で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

愛
南

　

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
！

◆
生
涯
学
習
課
人
権
啓
発
室
か
ら

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ
！

◆
内
海
支
所
・
内
海
公
民
館
か
ら

１　

登
記

　

土
地
や
建
物
の
不
動
産
登
記
簿
や

船
舶
登
記
簿
、
会
社
や
法
人
の
登
記

簿
な
ど
を
備
え
、
公
示
し
て
い
ま

す
。
登
記
の
内
容
は
、
登
記
事
項
証

明
書
や
地
図
の
写
し
な
ど
に
よ
り
確

認
で
き
ま
す
。
土
地
の
筆
界
が
不
明

な
場
合
に
は
、
筆
界
特
定
制
度
※
に

よ
り
解
決
で
き
ま
す
。

２　

供
託

　

家
主
に
家
賃
の
支
払
い
が
で
き
な

い
場
合
な
ど
に
、
法
務
局
に
金
銭
な

ど
の
預
け
入
れ
の
手
続
き
を
行
っ
て

い
ま
す
。

３　

人
権

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員
と
協
力
し
て
、
人
権
侵
害

の
救
済
や
人
権
擁
護
の
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

４　

戸
籍

　

市
町
村
で
取
り
扱
う
戸
籍
事
務
な

ど
の
助
言
や
指
導
、
外
国
人
の
帰
化

や
国
籍
取
得
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
方
や

知
的
障
害
の
あ
る
方
な
ど
の
判
断
能

力
を
補
う
成
年
後
見
人
な
ど
の
登
記

や
登
記
事
項
証
明
書
の
発
行
に
関
す

る
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

５　

訟
務

　

国
の
財
産
を
守
る
た
め
、
国
の
代

理
人
と
し
て
の
訴
訟
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※
筆
界
特
定
制
度

　

筆
界
特
定
登
記
官
が
、
筆
界
調

査
委
員
（
土
地
家
屋
調
査
士
な
ど
）

の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
現
地
で
の

筆
界
の
位
置
を
特
定
す
る
制
度
で

す
。
筆
界
確
定
訴
訟
に
比
べ
処
理

期
間
（
６
か
月
を
標
準
）
が
短
く
費

用
負
担
が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

公
の
証
明
力
・
通
用
力
は
あ
り
ま

す
が
、
筆
界
確
定
判
決
と
抵
触
す

る
場
合
は
そ
の
効
力
を
失
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０
）

 10/
    16

　

城
辺
中
学
校
体
育
館
で
、
障
害
者

と
健
常
者
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流
、
人

権
と
福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
総
合
イ

ベ
ン
ト
「
で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

愛
南

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
は
、
各
種

福
祉
団
体
に
よ
る
バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
パ
ネ
ル
展
な
ど
が
行

わ
れ
、
開
会
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
「
南

宇
和
障
害
者
の
社
会

参
加
を
進
め
る
会
」

か
ら
、
長
年
「
あ
ま

な
つ
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
協
力
し
て
い
る
室 

末す
え

子こ

さ
ん（
中
浦
）に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ

で

は

、

城

辺
中
学
校
吹

奏
楽
部
や
城

辺
小
学
校
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
、
南
宇
和
高
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
や
コ
ー
ラ
ス
「
ラ
・

ラ
・
ラ
」
、
「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
の

合
唱
、
い
ち
ご
の
里
利
用
者
に
よ
る

オ
ペ
レ
ッ
タ
「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽

隊
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

内
海
支
所
及
び
内
海
公
民
館
は
、

12
月
23
日（
木
）か
ら
26
日（
日
）に
か

け
て
「
DE
・
あ
・
い
・
21
」
へ
移
転

し
ま
す
。
引
越
し
期
間
中
は
た
い
へ

ん
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
移
転
後
の
電
話
番
号
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

内
海
支
所（
℡
８
５
―

０
３
１
１
）

　

内
海
公
民
館（
℡
８
５
―

０
５
４
０
）
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「
生
き
る
力
」を
は
ぐ
く
む 

こ
ど
も
の
歯
と
口
の
健
康

づ
く
り
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

む
し
歯
０
本
、

　
　
　

お
め
で
と
う
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

よ
り
、
自
分
の
家
庭
で
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
家

庭
に
迎
え
、
愛
情
を
込
め
て
養
育
し

て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で
す
。

　

里
親
制
度
は
、
児
童
福
祉
法
に
基

　

愛
南
町
で
は
、
南
宇
和
郡
歯
科
医

師
会
の
協
力
に
よ
り
保
育
所
・
幼

稚
園
13
施
設
で
、
年
中
組
と
年
長
組

の
こ
ど
も
を
対
象
に
、
①
生
え
始
め

の
大
人
の
歯
を
む
し
歯
に
し
な
い
、

②
養
育
環
境
に
関
係
な
く
こ
ど
も
の

歯
と
口
の
健
康
を
守
る
こ
と
を
目
標

に
、
９
月
か
ら
フ
ッ
素
洗
口
を
は
じ

め
ま
し
た
。

　

乳
歯
か
ら
永
久
歯
に
生
え
か
わ
る

５
〜
６
歳
頃
は
、
よ
り
丁
寧
な
歯
の

ケ
ア
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
乳
歯
列

の
後
ろ
か
ら
新
た
に
生
え
て
き
た
第

１
大
臼
歯
は
、
生
え
始
め
は
乳
歯
よ

り
も
歯
質
は
弱
く
背
が
低
い
の
で
歯

ブ
ラ
シ
が
届
き
に
く
く
、
歯
肉
に
覆

わ
れ
た
状
態
な
の
で
、
歯
垢
が
付
着

し
て
最
も
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
ブ
ラ
シ
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ

て
も
上
手
に
磨
け
る
よ
う
に
な
る
の

は
小
学
校
中
学
年
く
ら
い
か
ら
で

す
。
そ
れ
ま
で
は
大
人
が
仕
上
げ
磨

き
を
し
て
あ
げ
、
１
日
に
１
回
は
確

実
に
歯
の
汚
れ
を
落
と
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

フ
ッ
素
が
歯
に
と
り
込
ま
れ
る
と

歯
の
表
面
に
働
い
て
、
む
し
歯
菌
の

出
す
酸
に
溶
け
に
く
い
歯
を
つ
く
り

ま
す
。
上
手
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
と

フ
ッ
素
の
利
用
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
て
、
家
族
そ
ろ
っ
て
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
５
歳
児
歯
科
健
診
で
、

む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳
児
健

診
で
は
、
27
名
の
受
診
者
の
中
で
12

名
の
お
子
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

  

中
須
賀　

千ち　

陽ひ
ろ 

ち
ゃ
ん（
御
荘
平
城
）

  

白　

石　

萌も　

恵え 

ち
ゃ
ん（
御
荘
平
城
）

  

中　

田　

夏な
つ　

夢み 

ち
ゃ
ん（
御
荘
平
城
）

  

伊　

藤　

樹い
つ　

生き 

く
ん（
赤　

水
）

  

大　

森　
　

伯は
く　

 

く
ん（
緑　

丙
）

  

増　

田　

恭
き
ょ
う  

成せ
い 

く
ん（
緑　

甲
）

  

山　

﨑　

成な
る　

美み 

ち
ゃ
ん（
岩　

水
）

  

藤　

本　

和か
ず　

真ま 

く
ん（
城
辺
甲
）

  

浅　

井　

絢あ
や　

葉の 

ち
ゃ
ん（
城
辺
甲
）

  

福　

島　

龍り　

音お
ん 

く
ん（
一
本
松
）

  

鈴　

木　

愛ま
な　

実み 

ち
ゃ
ん（
広　

見
）

  

山　

田　

流る
う　

聖せ 

ち
ゃ
ん（
武
者
泊
）

フッ素洗口

フッ素洗口実施前の研修会

（児島一
かず

夫
お

歯科医師会長）

づ
い
て
里
親
に
な
る
こ
と
を
希
望
す

る
方
に
、
子
ど
も
の
養
育
を
お
願
い

す
る
制
度
で
、
里
親
手
当
の
支
給
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
県
で
は
里
親
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
求
め
て
い

ま
す
。

　

里
親
の
申
込
み
な
ど
、
詳
し
く

は
愛
媛
県
南
予
児
童
相
談
所
（
℡

０
８
９
５
―

２
２
―

１
２
４
５
）
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」及
び

国
道
56
号
一
本
松
・
宇
和
島
間
の
道
路

整
備
促
進
要
望
を
行
い
ま
し
た
！

◆
建
設
課
か
ら

ウ
ィ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

「
平
城
貝
塚
」を

見
つ
め
な
お
そ
う
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

委員を公募します！
◆総務課から

　

皆
さ
ん
が
自
然
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
今
年
度

も
ウ
イ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
０
（
12
月
〜

１
月
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
気
に
な
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
活
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
自
分
の

意
志
で
、
無
理
せ
ず
、
楽
し
く
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
！
内
容
は
高
齢
者
の
話
し
相
手
や

イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
な
ど

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
愛
媛
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト（http://

nv.pref.ehim
e.jp/

）を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課

　
（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

　

国
道
56
号
一
本
松
・
宇
和
島
間
整

備
促
進
協
議
会
と
四
国
縦
貫
・
横
断

自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
の
各
会

長
で
あ
る
清
水
愛
南
町
長
と
石
橋
寛ひ
ろ

久ひ
さ

宇
和
島
市
長
、
役
員
の
吉
村
愛
南

町
議
会
議
長
、
福
本
義よ
し

和か
ず

宇
和
島
市

議
会
議
長
ほ
か
会
員
市
町
・
事
務

局
職
員
で
、
国
土
交
通
副
大
臣
、
民
主

党
副
幹
事
長
、
地
元
選
出
国
会
議
員
、

国
土
交
通
省
幹
部
職
員
及
び
財
務
省

幹
部
職
員
に
、「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
整
備
促
進
、国
道
56
号
一
本

松
・
宇
和
島
間
の
道
路
整
備
促
進
並

び
に
道
路
整
備
に
必
要
な
財
源
確
保

な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

 10/
   22

　

御
荘
文
化

セ

ン

タ

ー

で
、
埋
蔵
文

化
財
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
平

城
貝
塚
を
み
つ
め
る
」
を
開
催
し
、

約
50
名
の
参
加
者
が
平
城
貝
塚
に
つ

い
て
の
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

　

平
城
貝
塚
は
、
明

治
24
年
（
１
８
９
１

年
）
に
発
見
さ
れ
た

３
，
５
０
０
年
前
の

縄
文
遺
跡

で
、
現
在

ま
で
５
回

の
発
掘
調

査
を
通
し
て
「
平
城
式
土
器
」
や
人

骨
、
石
器
な
ど
多
く
の
出
土
品
が
あ

り
、
中
国
・
九
州
地
方
と
の
関
連
を

考
え
る
上
で
の
重
要
な
遺
跡
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
文
化
庁
記

念
物
課
の
水
ノ
江
和か

ず

同と
も

文
化
財
調
査

官
と
県
教
委
文
化
財
保
護
課
の
兵
頭 

勲
い
さ
お

専
門
学
芸
員
が
講
演
し
、
平

城
貝
塚
の
歴
史
的
価
値
、
保
護

と
活
用
方
法
、
新
た
な
調
査
の

必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

腕輪

平城式土器

貝笛

水ノ江文化財調査官

委員の名称 福祉関係計画策定懇話会委員

職務の
内　容

福祉分野の計画（地域福祉
計画など）の策定又は見直
しに関すること

報酬等
の条件

日額 7,000円
（交通費支給なし）

公募人数 ３名（委員定数20名）

任　期 委嘱の日から３年間

応募資格 町内在住で20歳以上の方

募集期間
12月1日～
平成23年1月4日

申込み先及び
問い合わせ先

保健福祉課
（℡７２－１２１２）

　愛南町では、「福祉関係計画策定

懇話会」の委員を公募します。申

込方法等詳しくは、保健福祉課ま

で問い合わせください。なお、他

の委員会等の委員を２以上兼務し

ている方は、応募できませんので

ご注意ください。

 10/
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職
員（
看
護
師
）採
用
試
験
の

お
知
ら
せ
！

◆
総
務
課
か
ら

み
ん
な
で
学
ぼ
う
！

防
災
対
策
！

◆
防
災
対
策
課
か
ら

火
の
用
心
！

御
荘
防
火
パ
レ
ー
ド
！

◆
消
防
本
部
か
ら

採
用
予
定
人
員　

看
護
師
３
名
程
度

勤
務
先　

国
保
一
本
松
病
院
又
は
同

附
属
内
海
診
療
所

受
験
資
格　

　

住
所
要
件　

本
町
に
住
所
を
有
す

る
方
又
は
採
用
後
本
町
に
居
住
し

住
所
を
定
め
る
方

　

年
齢
要
件　

45
歳
未
満
の
方

　

（
平
成
22
年
12
月
１
日
現
在
）

　

資
格
要
件　

看
護
資
格
を
有
す
る

方
※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、試

験
要
領
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
試
験

要
領
は
総
務
課
又
は
各
支
所
、病
院
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、愛
南
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　

平
成
22
年
12
月
13
日

（
月
）〜
平
成
23
年
１
月
７
日（
金
）

試
験
日
時　

平
成
23
年
１
月
23
日

（
日
）９
時
〜

採
用
予
定　

平
成
23
年
４
月
１
日

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

　

大
規
模
災
害
に
対
す
る
知

恵
・
公
的
精
神
・
技
能
の
継

承
、
い
わ
ゆ
る
「
防
災
文
化
」
の
創

造
を
目
的
に
、
平
城
小
学
校
（
10
／

７
）
と
城
辺
小
学
校
（
10
／
８
）
で

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
大
洲

河
川
国
道
事
務
所
に
よ
る
出
前
講

座
が
開
催
さ
れ
、
両
校
の
児
童
約

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎

え
、
防
火
意
識
の
向
上
を
目
的
に
、

御
荘
・
中
浦
保
育
所
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
や
平
城
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
、
同
校
バ
ト
ン
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

鼓
隊
な
ど
約
２
３
０
名
が
参
加
し

て
、
御
荘
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

そ
ろ
い
の
法
被
に
身
を
包
ん
だ

３
６
０
名
が
防
災
に
関
す
る
学
習
を

深
め
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、

災
害
か
ら
の
避
難

方
法
や
災
害
時
に

活
躍
す
る
機
械
な

ど
防
災
に
つ
い
て

の
講
義
を
受
け
た

後
、
災
害
時
に
使

用
さ
れ
る
ラ
ジ
コ

ン
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ

ル
の
操
作
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
た
ち
は
、

「
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
」
と
、
ま
た

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
児
童
た
ち
は
、

「
火
災
の
無
い

町
づ
く
り
に
努

め
ま
す
」
と
元

気
よ
く
防
火
の

誓
い
を
述
べ
、

参
加
者
全
員
が

一
斉
に
風
船
を

飛
ば
し
た
あ

と
、
御
荘
支
所

か
ら
夢
創
造
館

の
間
を
パ
レ
ー

ド
し
な
が
ら
、
道
行
く
人
な
ど
に
火

の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

 11/
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食
育
で
育
む
生
き
る
力
！

◆
愛
大
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　

愛
南
町
食
育
協
働
部
会
・

教
育
部
会

　
　

嶋
田　

さ
お
り

（
松
山
東
雲
短
期
大
学
講
師
）

　

近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
食
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
朝
食

欠
食
、
飽
食
の
中
の
栄
養
の
偏
り
、

孤
食
（
子
ど
も
だ
け
の
食
事
）、
加

工
食
品
や
外
食
へ
の
依
存
、
伝
統
的

な
食
文
化
の
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

運
動
不
足
も
加
わ
っ
て
、
現
在
、
幼

稚
園
か
ら
高
校
ま
で
す
べ
て
の
年
代

で
肥
満
が
増
え
、
糖
尿
病
や
高
脂
血

症
な
ど
が
低
年
齢
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
へ
の
危
機
感
か

ら
、
以
前
に
も
増
し
て
「
食
育
」
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
食
育
」

の
語
源
は
、
明
治
期
の
石
塚
左さ

玄げ
ん

に

よ
る
「
食
物
養
生
法
」（
１
８
９
８
）

や
、
村
井
弦げ

ん

斎さ
い

の
小
説
「
食
道
楽
」

（
１
９
０
３
）
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
ど
ち
ら
も
知
育
や
体
育
等
を
支

え
る
基
盤
と
し
て
食
育
の
重
要
性
を

主
張
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
５
年
６

月
に
は
食
育
基
本
法
が
公
布
さ
れ
、

７
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
食
育

基
本
法
は
、
幼
少
時
か
ら
適
切
な
食

習
慣
を
身
に
つ
け
、
正
し
い
基
礎
知

識
に
基
づ
い
て
自
ら
判
断
し
、
食
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
、
い
わ
ば

食
の
自
己
管
理
能
力
を
習
得
し
、
健

全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
を
対
象

に
し
て
い
ま
す
が
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
健
全
な
心
と
身
体
を
養
う
基
礎
と

な
る
、
子
ど
も
た
ち
を
重
要
視
し
て

い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
栄
養
教
諭
を
中
心

に
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
食
育
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
学
童
期
に
は
、
体

験
学
習
や
食
に
か
か
わ
る
活
動
を
通

し
て
、
食
へ
の
興
味
や
関
心
が
深
ま

り
、
食
を
通
じ
た
家
族
や
仲
間
と
の

か
か
わ
り
と
と
も
に
、
地
域
や
暮
ら

し
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
食
の
楽
し

さ
を
実
感
し
、
食
を
楽
し
む
心
が
育

ち
、
自
分
が
理
解
し
た
こ
と
を
積
極

的
に
試
し
て
み
よ
う
と
す
る
力
が
育

ち
、
食
の
世
界
が
広
が
っ
て
行
き
ま

す
。
思
春
期
に
は
、
自
分
の
健
康
や

食
生
活
に
関
す
る
課
題
を
見
つ
け
、

自
分
ら
し
い
食
生
活
の
実
現
を
は

か
っ
て
行
く
と
と
も
に
、
人
の
た
め

に
役
立
つ
活
動
や
、
周
り
の
人
と
の

か
か
わ
り
、
食
の
文
化
や
環
境
に
積

極
的
に
係
わ
る
こ
と
が
楽
し
い
と
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
時
期
に
は
、
肥
満
や
痩
せ
と
い
っ

た
将
来
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ

う
な
健
康
課
題
も
見
ら
れ
る
の
で
、

自
分
の
食
生
活
を
振
り
返
り
、
改
善

で
き
る
力
や
自
分
の
身
体
の
成
長
や

体
調
の
変
化
を
知
り
、
自
分
の
身
体

を
大
切
に
で
き
る
力
を
育
み
ま
す
。

　

ま
た
、
食
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地

愛
な
ん
食
育
推
進

第
８
回

域
の
風
土
、
伝
統
に
根
ざ
し
た
、
優

れ
て
文
化
的
な
営
み
で
あ
り
、
食
を

通
じ
て
地
域
の
理
解
が
深
ま
る
こ

と
、
各
地
域
の
食
文
化
や
郷
土
食
が

継
承
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
食
事
に
よ
る
団だ
ん

欒ら
ん

な
ど
を
通
し
て
、
人
間
関
係
の
構
築

や
社
会
性
の
涵か
ん

養よ
う

と
い
っ
た
効
果
も

期
待
で
き
ま
す
。

　

い
っ
た
ん
身
に
つ
い
た
食
習
慣
を

お
と
な
に
な
っ
て
か
ら
変
え
る
の
は

困
難
な
こ
と
で
す
。
幼
少
の
頃
か
ら

望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
、
自

ら
食
品
選
び
や
食
事
作
り
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
く
こ
と
は
、
生
活
す

る
力
、
す
な
わ
ち
生
涯
の
健
康
を
支

え
る
『
生
き
る
力
』
を
育
む
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
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１２
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

国
民
年
金
よ
く
あ
る
質
問
！

◆
町
民
課
か
ら

　

１
日
・
８
日
・
15
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

1
月
の
引
取
日
は
、

　

５
日
・
12
日
・
19
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ

て
環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
環
境

観
光
係
ま
で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
場

合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証
紙
が
必

要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
６
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

Ｑ　

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受

け
て
い
て
も
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
？

 

Ａ　

障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
場

合
と
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合

と
で
は
、
扱
い
が
異
な
り
ま
す
。

 

●
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合

　

国
民
年
金
の
保
険
料
の
免
除
に

は
、
法
定
免
除
と
申
請
免
除
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
法
定
免
除
で

は
、
第
１
号
被
保
険
者
本
人
が
国
民

年
金
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
要
件
に

該
当
す
る
場
合
に
、
本
人
の
届
出
に

よ
り
国
民
年
金
の
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
要
件
と

は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

①
障
害
基
礎
年
金
な
ど
の
２
級
以
上

の
障
害
等
級
に
該
当
す
る
公
的
年
金

を
受
け
ら
れ
る
と
き

②
生
活
保
護
法
に
よ
る
「
生
活
扶

助
」
を
受
け
て
い
る
と
き

③
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
施
設

（
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
な
ど
）
に
入

所
し
て
い
る
と
き

　

し
た
が
っ
て
、
障
害
基
礎
年
金
な

ど
の
よ
う
に
国
民
年
金
法
施
行
令
で

定
め
る
２
級
以
上
の
障
害
の
程
度
に

該
当
し
て
、
障
害
年
金
を
受
け
て
い

る
方
、
す
な
わ
ち
障
害
基
礎
年
金
、

２
級
以
上
の
障
害
厚
生
年
金
、
２
級

以
上
の
障
害
共
済
年
金
を
受
け
て
い

る
方
の
場
合
に
は
、
国
民
年
金
の
保

険
料
を
納
め
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
将
来
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
と
き
に
、
保
険
料
を
納
め
た
場
合

と
比
べ
て
年
金
額
が
低
額
と
な
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
平
成
21
年
３
月

ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
３
分
の

１
、
平
成
21
年
４
月
以
後
の
期
間
に

つ
い
て
は
２
分
の
１
と
さ
れ
ま
す
。

 

●
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合

　

国
民
年
金
法
で
は
、
日
本
国
内
に

住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
遺
族
基
礎
年
金
・

遺
族
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
方
で

あ
っ
て
も
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有

す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
あ

れ
ば
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
よ
り
、
将
来
は
老
齢
基
礎
年
金
と

遺
族
厚
生
年
金
の
両
方
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
加

入
手
続
き
を
し
て
保
険
料
を
納
め
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
遺
族
厚
生
年
金
は
、
再
婚

し
た
と
き
な
ど
に
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
12
月
17
日（
金
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

 　

日
本
年
金
機
構
か
ら
委
託
さ
れ

10
月
か
ら
納
付
督
励
業
務
を
実
施
し

て
い
る
民
間
業
者
が
変
わ
り
ま
し

た
。

　

株
式
会
社　

ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト

　

（
℡
０
１
２
０
―

９
８
９
―

４
２
８
）

　

（
大
阪
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）
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医
療
機
関
・
薬
局
の
受
診
等
に

当
た
っ
て
の
留
意
点
！

◆
町
民
課
か
ら

１２月の保健事業のお知らせ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
！

◆
企
画
財
政
課
か
ら

　

現
在
、休
日
や
夜
間
に
お
い
て
、軽
症

患
者
の
救
急
医
療
へ
の
受
診
が
増
加

し
、緊
急
性
の
高
い
重
症
患
者
の
治
療

に
支
障
を
き
た
す
ケ
ー
ス
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
病
院
勤
務

医
の
負
担
が
過
重
と
な
る
原
因
の
ひ

と
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、休
日
・
夜
間
は
医
療
機
関
に
支

払
わ
れ
る
医
療
費
も
高
く
設
定
さ
れ

て
お
り
、窓
口
負
担
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

必
要
な
方
が
安
心
し
て
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

最
終
的
に
保
険
税
や
窓
口
負
担
と
し

て
皆
様
に
ご
負
担
い
た
だ
く
医
療
費

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
医
療
機

関
・
薬
局
を
受
診
等
す
る
際
に
は
、

次
の
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を

受
診
す
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
を
増
や
し
て
し
ま
う
だ
け
で

な
く
、
重
複
す
る
検
査
や
投
薬
に
よ

り
、か
え
っ
て
体
に
悪
影
響
を
与
え
て

し
ま
う
な
ど
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。今

受
け
て
い
る
治
療
に
不
安
な
ど
が
あ

る
と
き
に
は
、そ
の
こ
と
を
医
師
に
伝

え
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
薬
が
余
っ
て
い
る
と
き
は
、医
師
や

薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う（
薬
の
も

ら
い
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
）。

◆
薬
は
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
、

副
作
用
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
薬
手
帳
の
活
用
な
ど
に
よ

り
、
既
に
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を
医

師
や
薬
剤
師
に
伝
え
、
飲
み
合
わ
せ

に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
）は
、
先
発
医
薬
品
と
同
等
の
効

能
効
果
を
持
つ
医
薬
品
で
あ
り
、
費

用
が
先
発
医
薬
品
よ
り
も
安
く
す
み

ま
す
。「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」（
愛
南
町
国
民
健
康
保
険
で

は
、
平
成
23
年
３
月
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
の
配
布
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、後
期
高
齢
者

の
方
に
は
平
成
22
年
８
月
か
ら
配
布

し
て
い
ま
す
）を
医
療
機
関
や
薬
局
に

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、後
発
医
薬
品

の
利
用
に
つ
い
て
相
談
に
の
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

乳幼児健康診査

内　容 日 曜日 場　所 対象者

１歳６ヵ月児健診   7日 火
城辺保健福祉センター

H２１年３月１日～ ４月３０日生

３歳児健診 14日 火 H１９年８月１日～１０月３１日生

育児相談

内　容 日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場   3日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００

すくすく相談
  8日 水

城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

育児相談 内海保健センター ９：３０～１１：３０

うみのこ広場 16日 木
西海支所２階
親子ふれあい交流室

９：３０～１１：３０

みなみっ子 20日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他

内　容 日 曜日 場　所 時　　間

病態栄養相談 16日 木 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

かるがも教室 19日 日 城辺保健福祉センター
１０：００～１１：３０

事前申込み

　

12
月
31
日
を
基
準
日
と
し
て
、
平

成
22
年
工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
調
査
は
製
造
業
を
営
む
全

て
の
事
業
所
を
対
象
に
実
施
す
る
も

の
で
、
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資

料
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
お
い
て
は
、
本
年

12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
愛
媛

県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が

お
願
い
に
伺
い
ま
す
。
な
お
、
調
査

票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に

つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
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◆企画財政課から

　宇和島地区広域事務組合財政状況の公表に関する条例に基づき、平成22年4月1日から
平成22年9月30日までの上半期における当組合財政状況を次のとおり公表します。

介護保険事業特別会計予算の執行状況 (単位：千円)

歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

サービス収入 26億8,599万円 9億4,332万4千円 サービス事業費 28億8,403万4千円 12億7,002万5千円
使用料及び手数料 8,459万6千円 3,552万6千円 施設整備費 1億939万円 154万3千円
市町支出金 68万2千円 0 公債費 2億1,462万8千円 1億731万4千円
財産収入 1千円 19万9千円
寄附金 1万円 144万円
繰入金 2億8,238万3千円 0
繰越金 1億5,201万円 3億3,342万7千円
諸収入 238万9千円 269万5千円

合　計 32億805万2千円 13億1,661万1千円 合　計 32億805万2千円 13億7,888万2千円

一般会計予算の執行状況 (単位：千円)

歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

分担金及び負担金 24億7,122万4千円 13億8,260万1千円 議会費 81万円 3万2千円
使用料及び手数料 5,111万7千円 2,083万3千円 総務費 1億335万1千円 5,306万4千円
国庫支出金 3,070万5千円 0 民生費 10億5,947万円 3億7,892万7千円
県支出金 2億1,553万4千円 1億552万3千円 衛生費 5億9,409万2千円 1億2,937万9千円
市町支出金 4億6,623万8千円 2億2,613万6千円 土木費 2,175万2千円 900万円
寄附金 5万円 128万5千円 消防費 12億6,393万7千円 6億584万円
繰越金 1,370万1千円 2億2,268万8千円 公債費 2億184万円 1億76万7千円
諸収入 538万3千円 349万2千円 予備費 2,000万円 0
組合債 1,130万円 0

合　計 32億6,525万2千円 19億6,255万8千円 合　計 32億6,525万2千円 12億7,700万9千円

と畜場特別会計予算の執行状況 (単位：千円)

      歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

使用料及び手数料 558万6千円 213万7千円 と畜場費 1,289万4千円 539万6千円
繰入金 730万6千円 0
繰越金 1千円 0
諸収入 1千円 0

合　計 1,289万4千円 213万7千円 合　計 1,289万4千円 539万6千円

ふるさと市町村圏基金事業特別会計予算の執行状況 (単位：千円)

      歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出
款 予算現額 収入済額 款 予算現額 支出済額

財産収入 605万1千円 425万円 ふるさと市町村圏基金事業費 10億605万2千円 212万6千円
繰入金 10億 0
繰越金 1千円 1,413万2千円

合　計 10億605万2千円 1,838万2千円 合　計 10億605万2千円 212万6千円

組合債の現在高（平成22年9月30日現在）

会計別 目　　　的　　　別 借　入　先

一般会計

民生債 1億1,434万円 政府資金
衛生債 4,854万8千円 政府資金
土木債 5億3,091万6千円 政府資金、市中銀行ほか
消防債 4億1,027万2千円 市中銀行、共済組合
小　計 11億407万6千円 

特別会計
介護保険施設債 13億7,696万7千円 政府資金、公庫
小　計 13億7,696万7千円

計 24億8,104万3千円 

財産の概要（平成22年9月30日現在）

種　　類 区　　分 金　額　等

公有財産
土　　地 190,540.65㎡
建　　物 42,002.72㎡

基　　金

ふるさと
市町村圏基金

10億円

介護保険事業
特別会計
施設整備基金

7億5,525万6千円
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

12
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

１２・１月行事予定表

第１日曜日   5日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第２日曜日 12日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第３日曜日 19日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

天皇誕生日 23日 岡澤クリニック 御荘平城 ☎70-1511

第４日曜日 26日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510

大　晦　日 31日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

１２月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

固

定

資

産

税

3期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

7期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

6期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
ノ

浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

12/27

1/31

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
の
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

12/24

1/27

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

12/21

1/25

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

12/17

1/21

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

12/15

1/19

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
一
本
松
集
会
所
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ

セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

12/13

1/17

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
男
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

12/9

1/13

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

12/7

1/11

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

12/3

1/6

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

12/1

1/4

１2、１月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場所

1２月

4 土 12：30～16：00 愛南町ＰＴＡ大会
御荘文化
センター

6 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

8 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地

9 木 10：00～17：00
平成22年愛南町

議会定例会
愛南町
役場議場

12 日

8：30～17：00
第6回愛南町
スポーツ少年大会

サッカー競技

南レク
城辺公園

8：30～15：30
第61回
愛媛駅伝競走
（一本松－宇和島）大会

開会式8：30
愛南町一本松
山村開発

センター 

18 土

9：00～17：00
第4回
愛南ウォッチング

平城交流
センター

17：30～20：00
パール
イルミネーション

DE・あ・い・21

19 日

10：00～12：00
2010愛南町

食育推進大会
御荘文化
センター

13：30～15：30
愛南町小学生
バレーボール教室

一本松交流
促進センター

20 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

1月

2 日 9：00～12：00 観光船乗り初め式 中泊港岸壁

3 月 13：00～16：30 愛南町成人式
御荘文化
センター

9 日

8：30～17：00
第13回南宇和
サッカー協会杯
少年サッカー大会

南レク城辺
多目的
広場ほか

8：30～17：00
第6回愛南町女子
6人制バレーボール

交流大会

一本松交流
促進センター

12 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地

15 土 14：00～15：00 第4回生涯学習講座
御荘文化
センター

愛いっぱい愛南産直市
１２月７日（火）～１３日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　三越松山店
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 12月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   

火・木   
園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   

第1・3日曜

御荘文化センター
「あいなん子育て
応援グループ」

生涯学習課内

７３－１１１１
子育て  
 (電話)相談

毎週木曜

 

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００
　

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

１０：００ １５：００

９：００ １６：００

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

はまゆう
保育所

船越
保育園

城辺
幼稚園

●8日(水)出張わんぱく
クリスマス会&修了式
●15日(水)ベビースリング
●12月28日～1月3日は休み

●19日(日)10:00～
クリスマス会
●12月29日～
1月3日は休み

●23(木)30(木)は休み

●1日・3日・6日・8日・10
日・24日は夢創造館で行い
ます。           
●22日(水)クリスマス会
●12月29日～1月3日は休み
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に け ー し ょ ん

　小雨降る中、満開のコスモスに包まれた広見地区の田園を主

会場に、恒例の「第5回ふるさと一本松祭」が行われました。今

年は四国バイクトライアルによる自転車アトラクションと地元中川地区の高校生、吉良祐
ゆ う や

哉くん

によるオートバイの共演が行われ、会場から盛んな拍手が送られていました。また、地元一本松

にゆかりのある「大目真
し ん

壱
い ち

とロス・トマテス」によるアンデス音楽コンサートも行われました。

　このほか一本松小学校のコーラス、一本松中学校音楽部の演奏、広見地区の唐獅子・六ツ鹿

踊り、ビンゴゲーム、餅まきなどが行われ、会場では地元特産品などの物産販売や野点も行われ

ました。

　また、午後からは空も晴れ上がり、会場の田んぼに作られた特設土俵では、闘牛の土俵入りや

迫力ある結びが行われ、会場近くの広見コミュニティセンターでは、南宇和高校吹奏楽部のパワ

フルな演奏がありました。

11/7 ふるさと一本松祭

　寅年も終わりになりましたが、今年はどんな年でしたか。今

回は、寅年にちなんでトラウツボを紹介します。

 ウツボの仲間は、大きな口や蛇に似た体から、怖い魚だと

思っている人も多いと思います。私もダイビングを始めたころ

はウツボの仲間に出会うとヤバイ!と逃げ出したものです。で

も、何度も出会ううちに、本当はおとなしい魚だと気付き、今

ではウツボの仲間を見つけると、目と鼻の先まで近づき、その

迫力のある顔を写真に撮るようになりました。写真のモデルも、撮影会を

開いている最中に、クネクネと泳いで逃げて行ってしまいました。

 ちなみに、愛南町では右の写真のウツボをトラウツボと呼ぶことが多いよ

うです。魚の呼び方にも地域性があっておもしろいですね。

(撮影:2010.6.27 鹿島 水深12m)環境省自然公園指導員 西尾知照

本日!海
う み び よ り

日和!!「トラ年の魚たち」
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愛 南 こ み ゅ

　愛リバー・サポーターの「僧
都川みどり公園愛好会(増田
征
ゆ く お

夫会長、会員15名)」が、快
適で美しい河川環境の維持に
多大の貢献があったとして、加
戸守

も り ゆ き

行愛媛県知事から感謝
状が送られました。同会は平成4年に結成され、僧都川中流の「みどり公園」付近の清掃活動を
月1回行っています。このたびの表彰を受けて増田会長は「大変光栄なことで責任の重さを感じ
ます。これからも気持ちを新たにして活動を続けていきたい」と述べられていました。

10/27 美しい河川環境を守ろう!

　「国連生物多様性条約第10回締約国会議(COP10)」にあわせて名古屋市で開催された「生物
多様性交流フェア」に、愛媛県では唯一、内海中学校が取り組んでいるサンゴモニタリング活動
が展示紹介されました。
　内海中学校ではシーカヤックやシュノーケリン
グを体験する「海学習」の一環として、昨年度から
黒潮生物研究所(高知県大月町)と連携して、サン
ゴの白化現象や食害生物による被害などを調査し
ています。
　同校の活動は、四国環境パートナーシップ(高松
市)のブースでポスター展示されるもので、同校を
代表して3年生の児島咲

さ き え

映さんと高魚真
ま ゆ み

由美さん
が、名古屋の会場で活動のPRをしました。「私たち
の活動が、重要な国際会議の会場で紹介されてと
ても嬉しかったです。これからも内海(愛南町)の素
晴らしい自然を守るために活動を続けていきたい
です」と感想を述べてくれました。

10/11～29 ふるさとの海を守りたい!　

　城辺中学校体育館で、松山市出身の写真家、松本紀
の り お

生さんを講師に、
同校PTA研修部主催による親子感動体験事業「アラスカ・フォトライブ」
が開催され、生徒や保護者など約270名が参加し、スクリーンに映し出さ
れるアラスカの雄大な自然を鑑賞しました。
　トドやヒグマ、ザトウクジラの珍しい生態や、北米大陸最高峰のマッキ
ンリー(6,194m)と幻想的なオーロラの撮影など、松本さんの体験談を交
えながら紹介され、見たこともない映像が写されるたびに参加者から驚
きの声が上がっていました。

10/28 アラスカ・フォトライブ
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めざせ未来の Jリーガー !

　南レク城辺芝球技場で、各保育所から14チーム
107名の園児が参加して、「第4回愛南キッズサッ
カーフェスティバル」が行われました。あいにくの
雨模様となりましたが、楽しくボールを追いかける
園児の姿に、多くの保護者から熱い声援が送られて
いました。
【大会結果は次のとおり】

優勝 ドラゴン(長崎保育所)
準優勝 ガタック(緑保育所)

10/　

 31

元
気
い
っ
ぱ
い

　

ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

優勝 ! 体育の日記念
ミニバス新人大会 !

10/　

 11

　鬼北町鬼北総合公園体育館で開催された

「第12回体育の日記念 宇和島市ミニバスケッ

トボール新人大会」女子の部に出場した「愛

南ミニバスケットボールクラブ」が、南予各

地の強豪をおさえて見事優勝しました。

男女仲良くソフトバレー !
10/　

  24

　御荘B&G海洋センター
体育館と平城小学校体育
館で、「第10回フレンド
リーカップソフトバレー
ボール大会」が行われ、
1部10チーム、2部8チー
ムの合計18チーム、約
140名が参加し、楽しく
競い合いました。
【大会結果は次のとおり】

1部優勝 マーシャル　2部優勝 Clubおんびき

1部優勝 マーシャル

全国高校書道展で大賞受賞 !
　全国311校から1万3820点の作品が寄せられた「第39回全国高校
書道展(四国大学主催)」で、南宇和高校1年生の岡原知

は る か

香さんの作
品が大賞を受賞しました。おめでとうございます。

2部優勝 Clubおんびき

優勝 ドラゴン(長崎保育所)

準優勝 ガタック(緑保育所)
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スポーツフェスタ IN愛南
　南レク城辺球場ほかで「第6回スポーツフェスタIN愛南」が開催され、約600名のス
ポーツ愛好者が、それぞれの種目でスポーツの秋を満喫しました。開会式では、全国大
会等で優秀な成績を収めた選手11名と5団体に体育協会表彰が贈られました。
【大会結果は次のとおりです。優勝のみ掲載】

軟式野球　優勝 風
ソフトボール　1部(一般)優勝 ノンベーズ  2部(50歳以上)優勝 愛妻クラブ
         　　　   3部(60歳以上)優勝 御荘クラブ
バレーボール　男子6人制優勝 内海Attackers  女子9人制優勝 一本松VC
ソフトバレーボール　1部優勝 クレヨン  2部(50歳以上)優勝 なでしこ
クロッケー　優勝 久家A
グラウンドゴルフ  団体の部優勝 御荘F  個人の部優勝 湯浅美

み か よ

加代(御荘F)

　　　　　　　　  ペアマッチの部優勝 中尾茂
し げ よ し

賀・尾﨑千
か ず あ き

晟ペア

硬式テニス　Aクラス優勝 岡村三
み つ あ き

津明・原田幸
さ ち え

枝ペア

　　　　　　Bクラス優勝 吉村智
も と お

生・森口由
ゆ か

香ペア

軟式テニス　1部優勝   岩城令
の り た か

孝・山口一
い っ ぺ い

平ペア   2部優勝   橋岡濟
な り た か

隆・吉田博
ひ ろ し

史ペア
【体育協会表彰の受賞者は、次のとおりです】

優秀選手賞

10/　

 17

伊井貴
たか ひ ろ

大(陸上・家串小)
第26回全国小学生陸上競技交流大会愛媛県最終選考会男子走高跳1位(1m30)、
第26回全国小学生陸上競技交流大会男子走高跳出場(1m20)

久德真
ま こ

子
(剣道・城辺小 現城辺中)

第18回愛媛県少年剣道選手権大会小学6年生女子の部優勝

松田華
か な え

苗(剣道・城辺中) 第18回愛媛県少年剣道選手権大会中学1年生女子の部優勝

島津亜
あ り さ

理紗(剣道・一本松中)
第62回愛媛県中学総体優勝、第48回四国中学総体出場、平成22年度全国中学
校体育大会・第40回全国中学校剣道大会出場

近平佳
け い た ろ う

多朗(相撲・御荘中)
第22回愛媛県中学校新人体育大会個人中量級優勝、第10回愛媛県中学生相撲
選手権大会兼第21回全国都道府県中学生相撲選手権大会愛媛県予選優勝

岩村孔
こう せ い

成(相撲・御荘中)
第22回愛媛県中学校新人体育大会個人重量級優勝、第21回全国都道府県中学生相撲選手権
大会出場、平成22年度全国中学校体育大会・第40回全国中学校相撲選手権大会ベスト16

好岡郁
ふ み や

弥(陸上・城辺中)
第62回愛媛県中学総体400m走1位(52秒29)、第48回四国中学総体400m走 2位
(52秒14)

川﨑勇
ゆ う と

斗(陸上・愛南体協)
平成21年度愛媛県秋季陸上競技大会砲丸投1位(14m05)、第65回愛媛県陸上競技
選手権大会砲丸投1位(14m37)、第58回四国陸上競技選手権大会砲丸投2位(13m80)

桑原真
し ん や

也(陸上・愛南体協)
第28回四国マスターズ陸上競技選手権大会走高跳1位(1m92)、第58回四国陸
上競技選手権大会走高跳3位(1m90)

小松功
こ う だ い

大(相撲・南宇和高)
平成21年度愛媛県高等学校新人相撲選手権大会優勝、平成22年度全国高校総
体出場

原田宣
のぶ ゆ き

行(陸上・南宇和高)

第64回愛媛県高校総体5000m競歩1位(23分43秒68)、第63回四国高校総体
5000m競歩3位(24分30秒56)、平成22年度全国高校総体5000m競歩9位(23分22
秒11)、第65回国民体育大会愛媛県予選会5000m競歩 1位(23分29秒21)、第58
回四国陸上競技選手権大会5000m競歩3位(23分46秒00)

特別表彰優秀選手賞

南宇和剣道会小学生団体 愛媛スポレク祭2009剣道競技兼第42回愛媛県スポーツ少年大会剣道競技優
勝、第32回全国スポーツ少年団剣道交流大会ベスト16敢闘賞

一本松VC 第41回全国ママさんバレーボール大会兼第40回四国家庭婦人バレーボール大
会愛媛県予選優勝、第41回全国ママさんバレーボール大会出場

一本松中学校女子剣道部 ナカフード杯第42回愛媛県少年剣道大会優勝

城辺中学校女子剣道部
第62回愛媛県中学総体優勝、第48回四国中学総体3位、平成22年度全国中学校体
育大会・第40回全国中学校剣道大会出場

御荘中学校相撲部 第22回愛媛県中学校新人体育大会優勝

優秀団体賞
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生
涯
学
習
課
か
ら

県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校
か
ら

「
技
能
市
場 

な
ん
よ
」

　

開
催
の
お
知
ら
せ
！

大
洲
河
川
国
道
事
務
所
か
ら

「
平
成
23
年 

愛
南
町
成
人
式
」

開
催
の
お
知
ら
せ

冬
季
の
運
転
に
ご
注
意
！

◆
み
な
み
う
わ
俳
句
会

案
山
子
に
も
役
振
り
当
て
る
村
お
こ
し　
　

木
村　

智
子

曼
珠
沙
華
木
蔭
に
一
つ
の
ミ
ス
テ
リ
ー　
　

田
口
ひ
さ
子

「
た
だ
い
ま
」
と
言
え
ど
一
人
居
月
笑
う　

長
尾　

則
夫

山
す
べ
て
影
絵
と
な
り
て
月
昇
る　
　
　
　

宮
下　

峰
月

煩
悩
を
払
へ
ぬ
余
生
の
冬
銀
河　
　
　
　
　

安
岡　

紫
峰

赤
蜻
蛉
ク
ラ
ー
ク
像
の
指
の
先　
　
　
　
　

浜　
　

初
栄

鳥
渡
る
岬
は
風
の
音
ば
か
り　
　
　
　
　
　

中
川
千
代
子

引
き
返
す
迷
い
道
佳よ

し
峡
の
秋　
　
　
　
　

小
島　

泰
子

葛
の
花
咲
き
初
む
朝
の
墓
ま
い
り　
　
　
　

若
林
八
重
子 

◆
御
荘
俳
句
会

進
め
ど
も
進
め
ど
も
霧
京
の
旅　
　
　
　
　

尾
崎　

松
恵  

来
る
年
へ
心
弾
ま
せ
買
う
手
帳　
　
　
　
　

矢
鋪　
　

都

石
段
の
風
ふ
と
こ
ろ
へ
冬
す
み
れ　
　
　
　

加
洲
勢
津
子

琴
彈
く
や
香

く
夜
の
初
し
ぐ
れ　
　
　
　

山
本　

金
子 

村
々
は
谷
戸
の
数
ほ
ど
霧
ご
も
り　
　
　
　

島
津　

三
甫

◆
檳
榔
子

「
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」
孫
の
リ
ク
エ
ス
ト　

吉
田　

朝
子

露
玉
を
一
つ
落
と
し
て
跳
ね
に
け
り　
　
　

若
山　

節
子

長
靴
洗
う
朝
の
川
岸
水
澄
め
り　
　
　
　
　

小
島　

泰
子

朝
市
の
露
も
束
ね
て
買
ひ
に
け
り　
　
　
　

三
好
ミ
キ
ヱ

新
藁わ
ら

の
香
も
編
み
こ
み
て
縄
を
綯な

う　
　
　

山
口　
　

菫

牛
の
尾
の
遊
ん
で
い
る
や
猫
じ
ゃ
ら
し　
　

吉
田
モ
ミ
ヱ

秋
し
ゅ
う
り
ん
霖
や
前
脚
だ
の
み
の
犬
の
日
　々
　
　
　

若
林
八
重
子

仏
壇
の
母
と
語
ら
ふ
菊
日
和　
　
　
　
　
　

工
藤
ミ
ヱ
子

草
に
座
す
秋
の
真
中
に
い
る
私　
　
　
　
　

山
口　

和
子

土
佐
目
指
す
畦
に
捨す
て

火び

の
曼
珠
沙
華　
　
　

濵
野　

康
子

◆
西
海
俳
句
会

穏
や
か
に
過
ぎ
た
る
今
日
や
み
か
ん
食
ぶ　

吉
田　

久
江

我
生た

つ

き活
旅
は
夢
か
と
菊
日
和　
　
　
　
　
　

利
根
早
智
江

天
高
し
永
久
歯
早
覗
か
せ
て　
　
　
　
　
　

吉
田　

朝
子

ぴ
ち
ぴ
ち
の
小
鰯
ま
ず
は
手
開
き
に　
　
　

吉
田　

弘
定

盆
太
鼓
夫
打
つ
音
か
ば
ち
捌
き     

我
等
花
見
夫
は
出
漁
の
寿
司
を
巻
く　
　
　

吉
田　

寅
恵

（
９
月
21
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
吉
田
寅
恵
さ
ん
の
お
若
い
頃
の
作
品
で
す
）

◆
御
荘
短
歌
会

山
里
の
小
さ
き
菜
園
人
間
が
檻
に
入
る
ご
と
網
に
囲
わ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下
喜
久
子

コ
ン
バ
イ
ン
倒
れ
し
稲
を
刈
り
了
え
り
夫
の
手
を
と
り
交
わ
す
「
お
つ
か
れ
」　
　
　
　
　

西
﨑　

文
惠

電
話
に
て
些
細
な
こ
と
に
声
荒
ら
げ
娘
に
言
ひ
た
れ
ば
寂
し
さ
の
増
す　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
コ
マ
ヱ

初
孫
を
抱
き
し
亡
き
夫
嬉
し
さ
の
あ
ふ
れ
る
笑
顔
の
写
真
見
て
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

久
子

出
役
の
人
等
に
刈
り
払
ら
わ
れ
て
広
々
と
秋
日
に
光
り
て
河
水
く
だ
る　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
ト
ミ
子

亡
き
父
母
を
語
り
合
ふ
こ
と
も
少
な
く
な
る
四
人
の
姉
妹
遠
く
住
み
ゐ
て　
　
　
　
　
　
　

高
橋
千
代
子

日
時　

12
月
12
日（
日
）　

10
時
〜
14
時

場
所　

愛
媛
県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校

内
容　

木
工
ク
ラ
フ
ト
品
・
家
具
類
・
縫
製

品
・
手
芸
品
展
示
即
売
、
訓
練
作
品
展
示
、

技
能
体
験
サ
ー
ビ
ス
、
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー
、
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
、
中
小
企
業

労
働
相
談
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

３
４
１
０
）

日
時　

平
成
23
年
１
月
３
日（
月
）

　
　
　

受
付　

13
時
〜

　
　
　

式
典　

14
時
〜

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

そ
の
他　

対
象
者
に

は
、
別
途
出
欠
に
つ

い
て
ご
案
内
し
ま
す

が
、
12
月
３
日(

金)

ま
で
に
通
知
書
が
届

か
な
い
場
合
は
、
生

涯
学
習
課
（
℡
７
３

―

１
１
１
１
）ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

冬
場
の
道
路
は
、
積
雪
や
路
面
温
度

の
低
下
に
よ
る
路
面
凍
結
が
起
こ
り
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
山
間
部
の

積
雪
・
凍
結
や
橋
梁
部
の
凍
結
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。
道
路
情
報
の
入
手
で

安
全
な
通
行
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

道
路
情
報
等
入
手
先

  

道
路
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム（http://w

w
w
.

skr.m
lit.go.jp/info/regulate/kyk/its/)

  

愛
媛
県
道
路
情
報（http://

road.pref.ehim
e.jp/index.htm

l)

問
い
合
わ
せ

　

大
洲
河
川
国
道
管
理
事

務
所（
℡
０
８
９
３
―

２
４

―

５
１
８
５
）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
１月１１日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  １２月１１日（土）・２２日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

（10月受付分）

（10月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう

愛
媛
弁
護
士
会
か
ら

「
武
富
士
緊
急
１
１
０
番
」

電
話
相
談
に
つ
い
て
！

総務課から

年末年始の役場業務をお知らせします！
地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

　

消
費
者
金
融
業
界
最
大
手
の
㈱
武

富
士
の
会
社
更
生
手
続
開
始
決
定
が

10
月
31
日
に
な
さ
れ
ま
し
た
。
過
払

い
金
返
還
請
求
な
ど
同
社
破
綻
に
影

響
の
あ
る
債
務
者
を
救
済
し
、
多
重

債
務
者
の
拡
充
防
止
の
た
め
、
次
の

と
お
り
弁
護
士
が
常
駐
し
て
無
料
電

話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
８
日（
水
）10
時
〜
15
時

電
話
番
号　

０
８
９
（
９
４
１
）

６
６
７
０（
当
日
の
み
の
直
通
電
話
）

相
談
対
象　

㈱
武
富
士
と
取
引
の

あ
っ
た
方

相
談
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

愛
媛
弁
護
士
会（
℡

０
８
９
―

９
４
１
―

６
２
７
９
）

役場本庁（℡72－1211）
12月29日（水）から1月3日（月）
まで休み
戸籍関係の届出の受付、埋火葬
許可証の発行は行います。

内海支所（℡85－0311）

御荘支所（℡72－1111）

一本松支所（℡84－2211）

西海支所（℡82－1111）

環境衛生センター
（℡72－6955）

1月1日（土）から1日3日（月）まで
収集は休み
新聞、雑誌、ダンボールの持込み
は、12月30日（木）15時まで
粗大ごみの持込みは、12月28日
（火）12時まで

クリーンセンター
（℡84－3700）

12月29日（水）から1月3日（月）
まで休み

国保一本松病院
（℡84－2255）

内海診療所（℡85－0341）

御荘文化センター
（℡73－1111）

12月28日（火）から1月4日（火）
まで休み

御荘B＆G海洋センター
（℡72－1117）

御荘夢創造館（℡72－1116）

DE･あ･い･21（℡85－1021）
12月28日（火）から1月3日（月）
まで休み

御荘霊苑（℡72－4420） 1月1日（土）、1月2日（日）が休み

一本松温泉あけぼの荘
（℡84－3260）

年末年始、無休で営業
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　中国人が日本人を罵倒する

時に使う言葉で、「日本鬼子

(リーベンクイズ)」というの

があります。これに対し日本

のネット上では、「日本鬼子

(ひのもと おにこ )」という

美少女キャラを作って中国人

たちを「萌え」させようと、

クオリティの高いイラストが

数多く投稿され話題になって

います。日本人を罵倒したつ

もりの中国のネットユーザー

は困惑しているのだとか。こ

れこそ「柳腰外交」といった

ところでしょうか。

　「鬼」という字は中国では最

大級の侮蔑語だそうですが、

日本人にはあまりピンときま

せん。絵本やおとぎ話、近年

では漫画やアニメなどにも多

く登場して馴染み深いうえ、

必ずしも否定的な意味合いだ

けでなく、むしろ強い力を意

味する場合もあります。

　ところで、「鬼」といえば愛

南町で馴染みがあるのはやは

り「牛鬼」でしょう。今年の

秋祭りでは、初めて地元以外

の祭りを見ることができまし

た。鹿舞や唐獅子など似てい

るが微妙に違う踊りや節回

しなど興味深く見ることがで

きました。特に「牛鬼」の面

などは、四角いものから丸い

もの、恐ろしい形相からユー

モラスな顔つきまで、地域

によってバリエーションに富

み、実に面白いなと思いまし

た。後世に伝えたい愛南町の

文化です。

愛南町の人口
平成22年 11 月 1 日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
掲
載
依
頼
な
ど
、
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■編集・発行

愛南町役場 総務課
〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

編 集 後 記

たくさん釣れた !
最後の釣り大会

愛
は

南
か
ら

10,954 戸

25,392 人

11,872 人

13,520 人

世帯数

人口

　男

　女

　福浦漁港沖の一文字防波堤で、福浦中

学校の釣り大会が行われ、全校生徒 14 名

と教職員が海釣りを楽しみました。この

イベントは、福浦のきれいな海を忘れな

いでほしいと、地元福浦で渡船業を営む

和田 豊
ゆたか

さんの協力で 18 年前から毎年行

われているもので、今年度末に閉校する

ため最後の大会となりました。生徒たち

は、グレやホゴ、モイカなど 100 匹以上

を釣り上げ、釣った魚の数や大きさを競

い合いました。
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